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1. はじめに                              

 歴史的水郷都市である中国蘇州市において、同市の象
徴である水路環境の保存と再開発が、近年大きな問題と

して取り上げられている。その中でも、歴史的水路にお

ける水辺空間（水路と水路両側の空間）の特色をいかに

して保存するか、またその水辺空間を現代的都市生活お

いてどのように利用するのかというのが、重要な課題と

なってきている。 

 本報では、その前段として行った現地調査と分析を整

理した結果をうけて、蘇州水路の空間構成に関する分析

を更に深める。そして結果として、水路両側水辺空間の

構成模式と特徴を把握し、蘇州都市水辺居住環境の回復

或いは整備やそれを活かした都市デザインのための知見

を得ることを目的とする。 

2. 研究の方法と内容                        

 図１に示すように、現地調査と水路平面図から、水辺

空間の解析を行う。次ぎに、抽出した構成空間をその特

徴から分類した結果を用いて、蘇州の幹線水路に関して

水辺空間の解析を行い、蘇州水辺空間平面的空間構成の

模式と特徴を明らかにする。 

３. 水辺空間構成の解析                     

（1）水辺空間構成要素の抽出 

水辺空間の構成要素は役割により「空間限定要素」と

「空間連係要素」の２種類に分けられる。 

 「空間限定要素」とは、水辺空間を区切る要素であり、

水路、街路、建物、緑地（空地）である。 

 「空間連係要素」は、橋と水埠である。 

（2）水辺構成空間の解析 

 上述した空間限定要素を組合せにより、水路周辺の基

本的な空間が構成されているため、本稿でこれらを「基

本構成空間」と定義する。また、水埠、橋詰を利用する

ために周辺に小さな広場が常に設けられている為、本稿

では、「橋詰構成空間」と「水埠構成空間」と定義する。 

 「基本構成空間」、「橋詰構成空間」、「水埠構成空間」

という 3 つの空間によって、水郷の水辺空間は構成され

ている。 

（3）水辺構成空間の分類 

 水路の片側に各空間構成要素の類型と位置関係や、同

じ構成空間類型においても、小面積の緑地、空地が歩か

ないかにより人間に与える感じが違うため、同じ類型に

も様々なパターンを用意した。（図２参照）また地図と現

地調査によって分析した結果、「基本構成空間」は７種類、

３６パターンに、「橋詰構成空間」は２０種類、４４パタ

ーンに、「水埠構成空間」は１３種類、４１パターンに分

けられた 1）。 

4. ケーススタディ実水路水辺空間の解析            

 ケーススタディとして解析の対象となる実水路は、蘇

州の幹線水路の中に代表として、平江河、盛家帯河、道

前河、十全河、干将河の五つである。 

 各構成空間は各水路の両側に分布の現実状況を平面図

から確認し、各水路における水辺空間の分布図を得られ

る 1）。構成空間類型の分布図にとり、各構成要素の位置、

水路両側の構成空間類型の分布と距離による変化が把握

でき、各水路構成空間類型分布の集計データ 1）を得られ

る。この集計データを元について、各水路の水辺空間解

析を行う。 

各構成空間の占有状況に関する総合分析について、図

３に示すような平江河、盛家帯河、道全河と十全河は種々

の変化があり、各水路とも、それぞれ特徴がある。特に

平江河は各方面から見ても、変化が最も豊富な水路であ

るといえる。干将河は変化が少なく、単調な水路である。 

 同じように、別の面でも「基本構成空間」、「橋詰構成

空間」、「水埠構成空間」に関する分析を行う。 

5. 蘇州水辺空間平面空間構成の模式と特徴         

 平江河：「基本構成空間」について、水路の西側で特徴

的な類型は順番にⅠ、Ⅲで、東側で特徴的な類型は順番

にⅢ、Ⅳである。両側で対応的な空間類型は（Ⅰ－Ⅲ）

である。「橋詰構成空間」については、水路の片側にある
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橋の片側（図 4 中の橋詰構成空間を参照）、或いは

両側で建物がある類型が多い。「水埠構成空間」に

ついて、緑（空）地の中にある、また橋の側にあ

る場合は多い。両岸で、建物と緑地、空地を挟ん

でいる空間類型で、半閉鎖半開放的水辺空間であ

る。しかし、片側の建物の占有率がやや高く、片

側で空地、緑地の占有率がやや高い。 

盛家帯河：「基本構成空間」において、水路の西

側で特徴的な類型は順番にⅢ、Ⅳで、東側で特徴

的な類型も順番にⅢ、Ⅳである。両側で見られる

空間類型は（Ⅲ－Ⅲ）と（Ⅲ－Ⅳ）である。「橋詰構成空

間」については、水路の両側と、橋の両側で建物がない

空間類型が多い。「水埠構成空間」については、水埠が緑

（空）地の中にある場合や、建物と緑（空）地の間に水

埠がある場合が多い。両岸共に緑地―街路の空間類型が

ある部分がほとんどであるが、希に緑地の間に建物があ

るが、全体として開放的な水辺空間であるといえる。 

道前河：「基本構成空間」について、水路の南側で特徴

的な類型は順番にⅢ、Ⅳで、北側で特徴的な類型は順番

にⅦ-１、Ⅶ-３である。両側で見られる空間類型は（Ⅳ

－（Ⅶ－1））である。「橋詰構成空間」については、水路

の片側にある橋の両側で（図 4 中の橋詰構成空間を参照）

建物がある類型が多い。「水埠構成空間」については、建

物の裏口、側、或いは橋の側に水埠がある場合が多い。

全体として、片側は建物が建っている閉鎖的な空間で、

一方は歩道を有した開放的な緑地があり、両側をみると

開放と閉鎖が対比的な水辺空間であるといえる。 

十全河：「基本構成空間」について、水路の南側で特徴

的な類型はⅣで、北側で特徴的な類型はⅣとⅢである。

両側で対応的な空間類型は（Ⅳ－Ⅳ）である。「橋詰構成

空間」について、橋の両端両側にも建物がある或いは端

の片端片側だけ建物がない類型が多い。「水埠構成空間」

について、建物の裏口、橋の側、或いは緑（空）地に水

埠がある場合が多い。片側は建物が建っている閉鎖的空

間で、対岸は半分が建物、残り半分が緑地と建物が交互

に出現する半閉鎖半開放的空間である。全体としては、

主に閉鎖的水辺空間であるといえる。 

干将河：「基本構成空間」について、両側でも特徴的
な類型はⅢである。両側で対応的な空間類型は（Ⅲ－
Ⅲ）である。「橋詰構成空間」については、橋の両端両
側でも建物がない類型だけで構成されている。「水埠構
成空間」については、緑（空）地に水埠がある類型だ
けである。両側とも、緑地のみの空間類型であり、変
化がなく、非常に開放的水辺空間である。 
6. まとめ                                

 本

稿で

は、

水路

の水

辺空

間の

平面

的解

析に

より、
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各幹

線水路の空間構成模式とその特徴を明らかにした。これ

らの空間構成模式が理解されることで、歴史的水路を整

備するとき、元の水辺居住環境の特徴を保存することが

できると考えられる。また全く新しい水路をデザインす

る際にも、有効な知見となると考えられる。 
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図 3 各構成空間の占有状況に関する総合分析 

図 4 各水路水辺空間平面空間構成の模式と特徴 
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